
情
勢
が
動
い
て
い
ま
す
。

市

民

の

皆

さ

ん

の

世

論

と

運

動

が

市

政

を

動

か

し

て

い

ま

す

。

日

本

共

産

党

も

追
及
し
て
き
ま
し
た
。

①

子

ど

も

の

医

療

費

助

成

制

度

が

、

府

に

お

い

て

拡

充

さ

れ

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

（

京

都

市

な

ど

府

内

各
自
治
体
が
半
額
負
担
）
、

②
１
月

日
の
市
議
会
で
、

25

教

育

長

が

「

全

員

制

中

学

校

給

食

の

実

施

を

視

野

に

入

れ

た

調

査

の

予

算

を

、

２
月
議
会
に
提
案
し
た
い
」

旨

の

答

弁

を

し

ま

し

た

。

③

日

、

市

長

が

、

市

バ

25

ス

地

下

鉄

運

賃

値

上

げ

予

定
の
う
ち
、
地
下
鉄
は
「
見

送
る
」
と
発
表
し
ま
し
た
。

④

中

小

零

細

事

業

者

、

自

営

業

者

の

皆

さ

ん

へ

の

、

売

上

げ

減

少

要

件

無

し

の

「

物

価

値

上

が

り

対

策

支

援

金

」

が

実

現

、

現

在

、

申
請
受
付
中
で
す
。

⑤

市

で

働

く

非

正

規

公

務

員

の

皆

さ

ん

の

一

時

金

が

改

善

の

方

向

で

す

。

井

上

議

員

も

議

会

で

、

改

善

を

求

め

て

き

て

い

ま

し

た

。

①

に

つ

い

て

は

、

府

内

で

独

自

の

上

乗

せ

を

し

て

い

な

い

の

は

京

都

市

だ

け

で

す

。

今

後

の

市

の

姿

勢

が

問

わ

れ

ま

す

。

②

は

、

早

期

実

現

と

、

無

償

化

が

今

後

の

課

題

で

す

。
「

喫

食

率

」

と

い

う

の

は

、

学

校

に

申

し

込

ん

で

業

者

の

弁
当
を
食
べ
る
割
合
で
す
。

③

は

、

市

バ

ス

運

賃

に

つ

い
て
も
値
上
げ
「
見
送
り
」

を

求

め

て

い

く

こ

と

が

今

後

の

課

題

で

す

。

自

民

党

な

ど

は

「

最

後

の

手

段

」

と

言

っ

て

い

ま

す

が

、

共

産

党

は

、

最

後

で

も

ダ

メ

だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。

①

・

②

と

も

、

市

民

の

皆

さ

ん

か

ら

繰

り

返

し

請

願

が

寄

せ

ら

れ

て

き

ま

し

た

。

賛

成

は

共

産

党

だ

け

で

、

他

党

は

み

ん

な

反

対

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
、

そ
れ
を
乗
り
越
え
ま
し
た
。

大
き
な
成
果
で
す
。

最
近
の

相

談

か
ら

◎

交

通

事

故

の

損

害

賠

償

請
求
。

◎

「
『

今

の

ま

ま

で

は

近

い

う

ち

に

が

映

ら

な

く

TV

な

る

』

な

ど

と

言

わ

れ

何

や

ら

契

約

書

を

押

し

つ

け

ら

れ

ま

し

た

が

解

約

し

た

い

」

と

の

ご

相

談

。

消

費

生

活

相

談

セ

ン

タ

ー

と

連

絡

を

と

り

、

無

事

ク

ー

リ

ン

グ

オ

フ

（

解

約

解

除

）

が
実
現
。

◎

債

務

整

理

に

つ

い

て

、

弁
護
士
を
紹
介
し
相
談
中
。

◎
ご
夫
婦
間
の
意
思
疎
通
。

◎
転
居
し
た
い
。
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子ども医療費の自己負担額上限の改正案（３歳～小学校卒業迄）
就学前 小学生 中学生

０～２歳 ３～６歳

入院 一 医 療 機 関 月 ２００ 円

月 １ ,５００円
通院 一医療機関 月

月２００円 １ ,５００円
一医療機関 月２００円

※ 府内の、京都市以外の自治体では、独自に、府の制度に上乗

せをしている。例えば、現在、３歳～小学校卒業まで独自上乗

せをしている自治体にとっては、全額負担から半額に減るとは

いえ、住民にとっては制度内容は変わらないことになる。

※ 高校３年生まで、独自で上乗せ拡充している自治体もあるの

に、京都市だけは、独自の上乗せなし。今後、市で、今回改正

分の半額負担だが、更に、中学生への拡大など、京都市の独自

の上乗せの如何が、今後、問われることになるでしょう。

市
民
の
世
論
と
運
動
が
政
治
を
動
か
す

共
産
党
市
議
団
も
論
陣
を
張
っ
て
き
た

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
対
象
年
齢
拡
大
へ

中
学
校
給
食
実
現
へ
一
歩
前
進

地
下
鉄
運
賃
値
上
げ
は
「
見
送
り
」

各中学校の「喫食率」
（学校の弁当を食べている割合）

九条中 ２７．１％

八条中 １０．６

洛南中 ２６．７

久世中 ３３．５

市全体平均 ２３．７

市民からの署名を受け取り声を聴く

市の「規制緩和」の問題点などについ
て、学習会（ 1/28、京都弁護士会主催）




